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平成１９年度佐渡伝統文化研究所年報（創刊号）の刊行にあたって
　　
　佐渡伝統文化研究所は、平成 19年４月１日に創設されました。設立に先立ち、平成 17年度
には生涯学習課内・翌18年には世界遺産・文化振興課内に準備室を置いて史・資料の調査や収集、
整理と保存、利用者の方々への効果的な提供に努めてきたことは言うまでもありません。しか
し、収蔵庫が無いなどの施設設備の不備などもあって、十分に満足いただける活動が出来なかっ
たことも事実であります。
　言うまでもなく、当研究所は、佐渡独特の歴史や文化・芸能、多様で豊かな自然などの調査
と研究、保存と活用を目指しております。そのために、最新情報のホームページでの紹介や年
２回の『研究所だより』の刊行等で、活動内容をその都度お知らせしております。
　しかし、何と言っても研究所の要はその研究内容であり、その紹介だと考えております。こ
の度、多くの方々のご協力を得て、『佐渡伝統文化研究所 年報』の創刊号を刊行できるに至っ
たことは、誠に意義深く、喜びにたえない次第であります。特に、元筑波大学教授の田中圭一
先生、佐渡市文化財保護審議会委員をお願いしております中村義隆先生、本間恂一先生、池田
哲夫先生からは、常に研究所の活動を気に掛けていただき、この度特別寄稿をお寄せいただき
ました。心からお礼申し上げます。
 　佐渡金銀山の世界遺産登録の中心になって活動されている田中先生からは、県から委託を受
けている寺院調査の中間報告ということで、相川金銀山の最盛期を担った人々の出身地や役割
の一部を紹介していただきました。調査の完了と報告書の完成が待たれるところであります。
中村先生は、同じ金銀山でも鶴子や上相川とは違って、山中に誕生した鉱山労働者の集落その
ものが、明治維新の変革期を乗り越えて現在も集落として存続している経緯について史料を駆
使して分析し、これからの笹川砂金山の調査に大きな示唆を与えてくれました。本間先生は、
一時盛んに唱えられた「佐渡独立論」に類する考え方を冷静に批判され、離島振興法に基づく
保護政策のみに頼る島づくりに警鐘をならし、佐渡の近代史から島の「自力更正」の処方箋を
学び取るべきであると提唱しておられます。池田先生は、漁業神、特に善寶寺関連の資料につ
いて漁民の生活との関連で克明な調査をもとに論述され、近年の港湾整備や道路整備に伴って
失われつつある現実を踏まえて調査の重要性を訴えておられます。
　この外にも、多くの方から史料や情報の提供をいただいたり、調査に協力をいただいたりして、
当研究所は何とか活動を続けてまいりました。
  このような多くの方々のご協力により、島民はもちろん利用者により親しまれる「佐渡伝統
文化研究所」となるよう、所員一同さらに精進する覚悟でありますので、どうか今後共ご支援、
ご協力下さるようお願いいたします。
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